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暫
學
研
究
　
第
百
八
十
一
號

義
務
箏
圃
の
問
　
題
に
封
ず
る
一
補
遺

　
　
　
i
事
象
存
否
の
問
題
に
つ
い
て
i
一

田

中
ノ、

一N

煕

一

　
現
代
の
哲
學
及
び
哲
學
的
諸
罪
科
の
特
質
を
示
す
標
語
は
正
し
く
危
機
溶
質
『
と
云
ふ
言
葉

で
あ
る
ら
し
い
。
倫
理
學
の
現
欺
も
亦
、
そ
の
標
語
に
よ
っ
て
呼
ば
れ
る
に
適
は
し
い
だ
ら
う
。

倫
理
學
も
亦
、
そ
の
方
法
や
そ
の
諸
問
題
．
叉
そ
の
諸
基
本
概
念
の
意
味
づ
け
等
に
關
し
て
、
正
し
く

か
く
の
如
き
野
饗
に
當
面
し
て
み
る
と
考
へ
ら
れ
る
。
庭
で
か
～
る
駅
勢
の
下
に
あ
る
倫
理
學

に
と
っ
て
、
特
別
の
注
鼠
に
値
す
る
…
問
題
が
今
や
諜
せ
ら
れ
て
る
る
。
そ
れ
は
「
義
務
の
孚
圖
叉

は
衝
突
丙
§
聖
傷
亀
・
客
2
一
芭
9
餌
霧
℃
岳
○
馨
2
】
」
と
い
ふ
問
題
で
あ
る
。
此
の
事
象
に
つ
い
て
の
考

察
ば
、
一
方
で
は
憎
き
倫
理
學
を
革
新
せ
し
め
、
他
方
で
は
新
し
き
倫
理
學
を
誘
導
す
る
事
に
勤
し

デ
、
、
・
少
か
ら
ぬ
・
寄
擁
ハ
を
・
す
る
と
，
私
に
は
考
へ
ら
れ
る
。
そ
れ
は
倫
理
塵
・
巾
振
上
棚
帯
田
に
古
い
由
［
來
を

も
つ
問
題
で
は
め
る
が
、
併
し
、
特
に
現
代
と
將
來
・
と
の
倫
理
學
に
と
っ
て
は
重
要
な
方
法
論
的
意

島



量我

�
烽
ﾂ
て
み
る
と
考
へ
ら
れ
る
。

　
嘗
て
私
は
か
く
考
へ
て
、
既
の
事
象
に
寄
し
て
，
そ
の
購
題
の
ぬ
來
や
意
義
、
叉
そ
の
事
象
の
分
数

や
構
造
に
つ
き
少
し
く
蓮
べ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
併
し
か
の
論
究
に
お
い
て
は
未
だ
一
つ
の
墓
礎

的
な
考
察
が
省
略
さ
れ
て
ゐ
π
○
或
は
白
明
的
の
事
と
し
て
前
提
さ
れ
て
る
た
○
邸
ち
該
事
象

は
果
し
て
興
に
存
在
す
る
か
否
か
、
さ
う
し
て
若
し
存
在
す
る
と
す
る
な
ら
ば
如
何
な
る
意
味
で

存
在
す
る
か
、
と
い
ふ
事
に
つ
い
て
の
考
察
が
。
夫
故
に
私
は
此
の
機
會
に
お
い
て
が
の
論
究
に

劃
す
る
一
群
遽
と
し
て
、
該
事
象
の
存
否
と
い
ふ
問
、
題
に
つ
き
賂
発
し
た
い
と
思
ふ
。

註
（
…
）
哲
學
研
究
第
百
七
十
六
號
、
第
．
樹
七
十
七
號
班
載
の
網
稿
、
…
、
義
務
争
騨
の
課
題
㌔
高
し
琵
に
未
丁
丁
で
あ
ろ
。

二

3rt：．．

　
本
稿
の
問
題
は
上
述
の
如
く
で
あ
る
が
、
是
に
沸
す
る
答
は
種
々
の
仕
方
で
輿
へ
ら
れ
得
る
だ

ら
う
。
併
し
乍
ら
私
は
特
に
、
其
後
に
讃
ん
だ
一
二
の
文
轍
に
塞
つ
い
て
そ
の
問
題
を
、
反
省
的
に

考
察
、
展
開
し
て
見
な
い
と
考
へ
る
。
最
初
に
は
り
’
h
韓
簿
回
囚
鴨
O
o
犀
雲
，
…
黛
①
汽
。
蘇
臨
§
鳥
巽
噂
篤
…
o
導
魯
三

鴨
茅
Φ
①
零
圧
。
簿
Φ
身
幅
図
跨
汗
器
搾
ω
9
葱
。
ヨ
鄭
。
滞
吋
．
一
腹
M
、
図
ユ
§
験
Φ
ロ
b
ぴ
給
り
臥
房
§
）
な
る
小
誓
文
（
一
）
を
紹
介

し
よ
う
。
．
此
の
早
撃
は
鉱
臨
ラ
イ
ユ
ル
7
ッ
ペ
ル
以
後
ジ
ム
メ
川
に
至
る
迄
の
許
多
の
倫
理
學

　
　
　
酔
城
務
、
廓
Ψ
、
瓢
岬
の
断
門
題
に
凱
す
る
一
瀬
…
澱
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

轟ハ

ｵ



1蝦多

　
　
　
一
図
併
究
舞
骨
ん
実
．
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蝋
父

　
　
　
　
　
　
　
　
き
し
ノ
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
ぬ
　
　
コ

者
（
鰻
じ
そ
の
雫
ぱ
隊
基
督
激
帥
、
紳
學
的
倫
理
學
蒋
で
あ
る
）
が
、
吾
々
の
義
務
璽
闘
な
み
る
事
象
に
つ

ぎ
運
噛
で
、
．
鵜
る
薗
奪
．
叙
遮
じ
輩
，
，
↓
部
）
、
以
て
．
そ
⑳
蘭
に
つ
，
ぎ
、
そ
の
事
象
は
倫
理
學
上
欄
に
，
存
鵜
す

る
か
喬
．
か
、
又
存
鞍
す
る
と
す
　
る
な
ら
ば
そ
れ
は
、
吾
，
々
に
と
づ
で
解
決
．
可
能
で
ゴ
の
る
か
否
か
、
と
い

ふ
事
を
考
へ
纒
め
て
み
る
（
第
二
部
）
の
で
あ
る
。
此
の
論
文
は
私
の
當
面
の
問
題
に
晒
し
て
歴
史

的
資
料
を
提
供
し
て
呉
れ
る
○

註
ハ
じ
　
フ
ア
〃
ケ
ン
ベ
ル
ヒ
に
、
此
の
講
丈
の
著
者
名
存
諸
・
以
噌
8
雲
切
と
し
て
禦
げ
て
る
る
（
攣
』
騨
茸
ハ
中
O
皿
0
7
8
傭
．
訂
Φ
駕
困
．
》
7
離
O
皿
．
Q
O
・
㌧
〆
●
繁
脅
ひ
耀
叫
畢
　
　
　
　
　
　
　
■
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

、
）
け
れ

　
臨
ハ
、
そ
れ
ぼ
ζ
．
累
き
鼻
○
♂
一
・
の
誤
椀
で
あ
る
O

　
ク
質
ッ
コ
シ
に
よ
れ
ば
義
務
箏
闘
な
る
問
題
は
古
き
歴
史
的
山
來
を
も
つ
て
み
る
。
郎
ち
希

臓
よ
b
基
督
澱
時
代
を
経
て
、
近
世
の
倫
理
學
に
迄
傳
は
つ
て
み
る
○
さ
う
し
て
近
蒔
暫
く
倫
理

學
よ
り
疎
外
さ
れ
ん
と
し
だ
事
は
あ
る
け
れ
共
、
ジ
ム
メ
ル
の
力
説
よ
り
し
て
現
代
で
は
再
び
、
…

っ
の
問
題
と
し
て
擾
頭
し
て
來
た
。
實
際
「
そ
の
問
題
を
更
に
新
し
く
極
重
的
に
検
討
す
る
事
は

必
然
的
で
あ
る
。
」
（
¢
ω
響
）
。
慮
で
此
の
問
題
に
卜
す
る
シ
ュ
ラ
イ
エ
ル
マ
ソ
ヘ
ル
以
後
の
諸
學
者

の
論
説
を
調
べ
る
蒔
、
そ
の
間
に
、
抑
々
此
の
事
象
は
存
在
す
る
か
否
か
と
い
ふ
基
本
問
題
に
封
し

て
、
賛
否
の
爾
論
が
樹
立
し
て
み
る
事
を
見
毘
す
。
撃
ち
例
へ
ば
シ
ュ
ラ
イ
エ
ル
マ
ソ
へ
膨
、
マ
ル

ハ
イ
ネ
ヶ
、
ロ
ー
テ
、
シ
ュ
ル
ツ
ェ
、
カ
ト
ラ
イ
ン
、
ド
〃
ナ
ー
、
ヶ
ス
ト
ジ
ン
、
等
は
そ
の
否
定
論
者
中
に



s，？，r，

嚇
す
る
」
．
是
に
調
し
て
7
ナ
　
ン
・
ア
モ
ン
、
ヅ
ィ
　
ル
・
．
、
ハ
川
テ
ン
シ
ュ
ダ
ィ
ン
、
イ
マ
ス
エ
ぞ
フ
ィ
ヒ

テ
、
工
場
ド
マ
ン
、
フ
ラ
ウ
エ
ン
シ
ュ
テ
ソ
ト
、
ゴ
ル
ツ
、
ラ
ー
ス
、
ソ
ラ
ン
ク
、
ヅ
ン
ト
、
ソ
ィ
ル
ラ
ー
、
。
ハ
ウ

声
ぜ
ン
、
マ
ル
チ
ン
ぜ
ン
、
シ
誌
プ
ル
ヅ
、
レ
ム
メ
、
ジ
ム
メ
膨
（
こ
等
々
は
大
禮
上
そ
の
肯
定
論
者
に
．
規

す
る
。
（
尤
も
是
ら
の
諸
家
中
に
は
、
…
方
で
は
否
定
し
乍
ら
他
方
で
は
肯
定
し
、
或
は
一
方
で
は
肯

定
し
乍
ら
他
方
で
は
否
定
し
て
み
る
入
々
が
意
外
に
多
い
Q
郎
ち
そ
の
態
度
が
好
く
言
へ
ば
折

衷
的
，
悪
く
云
へ
ば
曖
昧
な
る
人
々
が
多
い
。
併
し
乍
ら
ク
ロ
ッ
コ
ウ
は
大
凡
上
の
如
く
に
分
類

し
て
み
る
）
。

註
（
一
）
　
ク
ロ
ソ
質
ウ
が
唾
壷
し
て
み
る
上
粥
諸
家
の
著
書
墨
髭
に
も
轄
生
し
て
羅
か
り
。
そ
れ
に
楓
が
前
上
で
黎
げ
て
お
い
六
交
六
日
補
っ
て
呉
れ
ろ
G

交
塾
主
捗
猟
ぜ
ん
と
す
る
利
規
準
の
爲
に
Q
　
∂
弓
〇
三
〇
…
o
ヨ
回
｛
能
ざ
で
！
！
鴇
。
鱒
。
・
　
〈
・
｝
琶
諺
9
二
甲
ζ
脚
瓦
σ
［
並
一
（
ぎ
「
9
「
鍵
一
・
珍
簿
〇
三
〇
ぎ
ρ
時
・
〉
・
一
じ
。
翌

｝
と
．
歴
砿
・
ω
9
轟
　
ζ
．
！
≦
門
ひ
三
⊃
e
遂
3
二
二
費
竜
。
貯
【
『
夢
．
豊
州
9
弾
・
｛
Q
Q
毫
陥
ε
“
㏄
．
H
o
い
圃
ピ
　
¢
・
」
－
腕
｛
三
2
回
準
魯
ご
b
…
o
O
門
【
5
（
蓼
〔
蔭
尻
三
パ
“
ハ
劉
鴨

黛
ゴ
訂
9
§
／
≦
湊
禽
】
鵯
H
峯
簿
霧
・
冨
み
喪
¢
ω
「
｝
同
黛
　
竃
〔
三
巳
…
＝
色
（
o
…
も
。
）
霞
○
§
脅
門
9
8
ゴ
鑑
0
5
r
剛
。
◎
平
浅
5
な
・
い
ミ
簿
　
ズ
。
酔
一
冨
…
巨
富
o
r
躍
ひ
…
ぎ
切
鳥
、

同
＝
．
・
幹
O
ω
興
　
　
3
三
蛋
毎
。
一
調
。
≡
巨
き
漂
。
び
〔
o
…
韓
誘
窪
霞
鳥
。
「
団
円
澤
．
｝
G
っ
議
甲
舅
げ
凱
り
鉾
悼
Q
。
O
臼
　
ピ
舅
巨
弾
三
彰
§
三
⇔
＆
o
「
緊
2
騨
…
9
圃
（
ガ
ノ
鷺

副∀

X
0
露
g
■
蕊
綴
博
　
Ω
ご
、
’
］
誇
・
硫
。
ご
三
（
謬
…
食
一
一
．
…
。
。
二
．
ω
ξ
露
Σ
罠
ρ
｛
O
o
ひ
ご
も
つ
・
ミ
。
箪
　
H
三
三
頓
臼
、
，
剛
鑑
§
ご
集
無
量
⇔
蕊
鴇
門
P
8
9
窪
■
あ
う
ρ
！

言
い
飛
　
O
●
ω
亀
｝
三
〔
N
9
φ
o
ぴ
興
同
日
．
ノ
〆
『
践
9
灘
き
搾
（
一
段
目
、
黛
。
｝
旨
2
ピ
H
o
Q
N
O
　
く
い
9
0
0
謬
8
嚇
、
q
鮎
）
o
天
象
。
，
q
霧
菖
げ
O
口
1
．
9
日
罎
。
瓢
芭
三
お
葺
（
｛
〔
｝
門

川．

j
塗
島
8
圏
ご
今
㌶
冶
7
0
話
躍
σ
q
o
剛
●
冨
露
露
。
「
・
H
＜
・
馬
決
ご
，
騎
．
困
導
G
博
G
り
．
い
○
◎
い
飛
　
訳
し
劣
。
。
鴇
疑
○
畿
翼
…
湾
ぎ
r
葺
瓢
℃
o
臨
焦
く
鼓
騨
。
げ
。
深
酔
露
一
炉
H
O
。
G
。
釣
G
り
等
い
9
盈

卿、

駐
ｯ
殴
霧
ぎ
ω
器
9
ヨ
焦
2
⊆
匪
膏
F
り
っ
晒
巳
凱
砕
。
…
肯
．
固
○
。
G
。
ナ
ω
．
お
虫
ピ
　
／
！
M
窺
嵐
∬
図
豪
ぎ
困
Q
o
G
。
ρ
ω
’
ち
圃
｛
メ
　
、
惇
N
ヨ
ゆ
二
と
ぼ
ゆ
き
．
℃
ゴ
油
5
ω
．
圃
ユ
義
ひ

や
指
し
ψ
心
出
B
　
＜
し
O
舞
三
弦
三
ン
H
G
驚
言
一
造
。
㎝
Q
篭
比
Φ
。
回
。
。
ゆ
。
開
｛
曾
H
の
ψ
a
い
飛
　
甲
、
弊
熔
蓬
τ
2
二
G
∩
｝
蓋
置
μ
四
匹
宇
目
昏
舜
沁
．
掛
．
犠
O
ン
浦
．

　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
び

い
蔦
轟
f
一
窯
三
日
①
蕊
。
麗
Ω
三
畿
．
自
廷
鮮
鵡
’
躯
H
。
◎
⑩
い
届
ふ
轟
G
。
舞
　
簗
U
。
旨
勇
…
翌
。
・
讐
。
潔
。
茎
。
響
寓
鷺
一
智
ぎ
回
。
。
O
い
駕
し
呂
第
　
8
駁
。
ω
昏
ご

Ω
舷
礁
’
輝
証
書
嗣
。
。
壌
“
ψ
、
ω
9
抽
．
曜
累
⑳
象
玄
・
霧
N
…
ジ
ニ
畏
無
。
ぽ
．
剛
、
9
爵
・
6
2
雷
轍
翼
つ
弓
層
雛
鱒
隔
7
－
一
r
ピ
9
毒
さ
闘
Ω
三
在
．
｝
巴
静
幽
圃
¢
c
一
’

　
　
　
嚢
蝋
助
璽
翻
の
禰
　
題
に
「
樹
す
ろ
…
補
趣
嵐
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
ハ
轟
ん
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哲
學
研
究
　
第
百
八
十
｝
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
〇

　
淫
」
囲
弘
・
。
ぷ
幹
。
。
心
犠
」
・
・
，
言
嵩
一
①
ご
譲
謎
一
。
劉
二
・
巳
コ
黛
。
り
．
H
。
噌
跡
ξ
嶋
覗
①
・
鍋
。
♂
ρ
胸
骨
舞
ω
L
ピ
誉
・
・
甥
」
幅
下
姻
。
。
。
蹄

　
慮
で
．
人
臨
息
ら
の
論
渚
が
或
は
否
慮
長
或
は
肯
定
す
る
理
覇
を
こ
そ
聴
か
ね
ば
穴
．
ら
灘
。
先

づ
事
象
否
定
．
論
者
が
蟹
げ
て
る
る
理
由
に
は
大
綬
二
つ
あ
る
Q
　
第
一
は
、
義
務
は
倫
理
諸
藩
假
令

数
多
く
あ
り
と
し
て
も
、
そ
れ
ら
は
一
つ
の
風
系
を
な
し
、
そ
の
間
に
矛
盾
、
衝
突
の
生
じ
様
は
無
い

（
例
へ
ば
贈
爵
テ
、
シ
ュ
〃
ッ
ェ
等
〉
と
す
る
の
で
あ
る
。
併
し
此
の
理
歯
に
二
っ
て
る
る
者
は
稀
で

あ
っ
て
、
多
く
は
次
の
理
由
に
よ
っ
て
み
る
。
即
ち
第
二
に
、
例
へ
ば
ロ
ー
テ
は
シ
ュ
ラ
，
η
エ
ル
マ

ッ
へ
押
に
從
ひ
つ
＼
云
ふ
。
成
稚
吾
々
の
池
徳
液
面
魚
心
，
換
言
す
れ
ば
道
徳
的
諸
霞
的
、
諸
課
題

の
問
に
は
屡
々
、
或
は
不
断
に
衝
突
が
生
す
る
で
も
あ
ら
う
。
併
し
乍
ら
諸
義
務
そ
れ
自
身
の
問

に
は
衝
突
な
る
も
の
は
生
じ
得
な
い
。
何
と
な
れ
ば
綿
，
義
務
な
る
も
の
は
．
金
遣
生
活
に
お
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

左
露
な
道
徳
的
諸
驕
心
問
に
衝
突
が
あ
る
場
合
に
、
人
は
一
腱
如
何
に
行
織
す
べ
き
か
を
親
綱
し
、

以
て
そ
の
衝
突
を
調
停
す
る
筈
の
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
義
務
に
從
っ
て
み
る
行
爲
〔
蓼
蕊
7

（
重
温
酒
搭
Φ
』
、
糊
§
号
ぎ
　
と
は
衝
突
の
諸
場
合
を
正
に
調
停
す
る
庭
の
行
爲
に
外
な
ら
な
い
。
「
か
く

し
て
義
務
概
念
密
身
に
よ
っ
て
義
務
欝
闘
な
る
事
象
の
可
能
性
は
否
矩
せ
ら
れ
る
頃
ω
・
O
）
。
か
く

の
如
く
義
務
虜
身
の
間
に
は
衝
突
な
る
事
象
は
存
し
得
な
い
の
だ
か
ら
し
て
、
そ
の
事
象
を
認
め

る
こ
と
は
、
唯
義
露
な
る
概
念
の
不
助
瞭
、
叉
は
混
同
に
基
く
の
み
○
入
が
存
在
す
る
と
な
す
義
務



　
管
厚
な
る
事
象
は
實
は
か
、
る
事
情
に
基
づ
く
庭
の
「
儒
う
の
義
務
雫
闘
」
舞
曇
渉
念
菩
m
ド
d
ズ
○
盛
卸
．
○
琴
コ

　
．
た
る
に
過
ぎ
澱
、
と
」
或
は
シ
ュ
ル
ツ
ェ
は
云
ふ
Q
具
膿
的
な
る
義
務
は
良
心
が
命
ず
る
虞
で
あ

　
る
○
庭
で
良
心
は
夫
々
の
朕
勢
に
お
い
て
、
夫
々
特
定
の
唄
つ
の
事
を
義
務
と
し
て
命
ず
る
。
そ

　
れ
故
に
義
務
と
し
て
肥
せ
ら
れ
淀
瞬
間
に
お
い
て
は
、
そ
の
命
ぜ
ら
れ
た
一
つ
の
義
務
し
か
な
い

　
の
で
あ
っ
て
、
義
務
の
衝
突
、
羽
掻
な
る
事
象
は
本
質
的
に
、
或
は
論
理
必
然
的
に
存
し
得
な
い
）
．
正

　
し
く
義
務
の
概
念
に
よ
っ
て
義
務
衝
突
な
る
も
の
は
解
黙
せ
ら
れ
る
』
（
ω
・
羨
）
と
。
何
れ
も
大
同

　
小
異
の
論
で
あ
る
。

　
　
然
ら
ば
次
に
肯
定
論
者
の
側
に
お
け
る
理
由
は
如
何
Q
例
へ
ば
レ
ム
メ
は
云
ふ
。
近
時
の
紳

　
學
的
倫
理
學
者
は
義
務
雫
主
な
る
事
象
の
存
在
を
否
定
し
よ
う
と
す
る
け
れ
共
、
夫
は
彼
等
の
掘

　
帰
心
が
正
し
く
な
い
か
、
或
は
倫
理
的
な
る
も
の
に
つ
い
て
の
誤
解
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
萢
徳
的

　
努
力
の
あ
る
庭
で
は
至
る
庭
、
何
ら
か
の
種
類
の
義
務
営
営
は
不
可
避
的
で
あ
る
、
と
Q
是
は
ジ
ム

　
メ
々
が
説
く
慮
と
殆
ん
ど
同
じ
で
あ
る
○
さ
う
し
て
是
ら
の
肯
定
論
奢
は
事
象
存
在
の
原
因
と

　
し
て
、
例
へ
・
ば
「
創
造
生
な
る
紳
に
よ
っ
て
世
界
全
膿
に
賦
與
せ
ら
れ
た
る
調
和
は
、
人
類
の
罪
に

　
よ
っ
て
失
は
れ
た
る
が
故
（
ハ
ル
テ
ソ
シ
ュ
タ
イ
ン
吼
に
、
ゴ
入
聞
的
産
物
と
し
て
の
義
務
な
る
も
の

　
は
恣
意
、
被
制
限
性
、
誤
謬
を
も
つ
故
ヘ
ラ
ー
ス
）
に
、
三
入
手
は
楼
々
の
歴
吏
的
励
會
的
聯
溺
樫
に
お
い

珊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
義
務
事
闘
の
問
題
に
甥
す
る
一
葡
遺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
一
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．
　
　
　
　
　
七
二

て
あ
り
、
從
っ
て
、
同
時
に
等
々
の
義
務
圏
内
に
海
い
て
あ
る
が
故
（
フ
ィ
ヒ
テ
、
フ
オ
ソ
・
ゴ
ル
ツ
、
レ
ム

メ
、
ジ
ム
メ
ル
）
に
、
四
多
数
に
あ
る
義
務
と
い
ふ
概
念
そ
れ
禽
身
か
ら
し
て
．
論
理
必
然
的
に
そ
の
間

の
雫
翻
、
衝
突
な
る
事
象
が
生
即
す
る
故
に
、
な
ど
と
，
是
ら
下
々
の
理
由
を
暴
げ
て
る
る
。

　
ク
ロ
ソ
コ
ク
は
か
く
の
如
く
紹
介
し
て
、
次
に
そ
れ
ら
を
誉
め
て
以
て
、
賛
否
爾
論
者
の
所
説
を

批
判
し
、
且
つ
次
の
様
に
結
論
し
て
み
る
○
郎
ち
義
務
誉
詞
な
る
事
象
の
存
否
に
關
す
る
爾
論
者

の
所
説
に
は
、
夫
々
の
諸
理
由
が
暴
げ
ら
れ
て
は
み
る
け
れ
共
、
結
局
此
の
存
否
の
問
題
は
「
義
務
」
な

る
概
念
を
如
何
に
捕
へ
る
か
と
い
ふ
、
用
語
上
の
雫
に
蹄
着
す
る
。
即
ち
事
象
否
定
論
者
も
、
又
肯

定
論
者
も
、
共
に
と
も
角
滋
徳
生
活
に
お
い
て
義
務
的
な
る
も
の
、
間
に
、
矛
盾
、
雫
翻
、
衝
突
な
る
事

象
が
あ
る
事
を
は
等
し
く
「
便
じ
」
て
る
る
。
只
一
方
の
論
者
は
義
務
な
る
概
念
を
特
別
に
嚴
密
に

解
す
る
が
爲
に
、
多
年
な
孚
闘
は
未
だ
滋
徳
的
諸
關
心
間
の
雫
闘
た
る
に
す
ぎ
澱
，
云
は
や
唯
門
儒
わ

の
義
務
孚
幸
し
た
る
に
す
ぎ
澱
と
説
く
。
是
に
反
し
て
他
方
の
論
者
は
そ
れ
を
以
て
眞
の
義
務
孚

闘
な
）
と
す
る
、
だ
け
の
相
違
で
あ
る
。
爾
論
者
の
相
反
的
封
立
は
　
見
極
め
て
烈
し
い
か
の
標

で
あ
る
Q
　
併
し
乍
ら
ク
ロ
ッ
コ
ウ
に
よ
れ
ば
そ
れ
は
實
は
、
同
一
事
象
を
義
務
主
脚
と
呼
ぶ
か
、
そ

れ
共
呼
ば
澱
か
の
、
唯
用
語
上
の
心
立
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
そ
こ
に
は
結
局
だ
“
形
式
的
混
別

が
あ
る
に
す
ぎ
な
い
」
（
斜
。
・
．
（
）
．
Q
6
瞥
い
。
。
1
岩
）
。
ク
ロ
ソ
コ
ウ
は
か
様
に
論
定
し
て
み
る
。
さ
う
し
て
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彼
慮
身
は
、
此
の
事
象
を
唯
π
陰
り
の
義
務
乱
闘
」
な
り
と
す
る
事
は
、
義
務
の
概
念
を
妊
り
に
嚴
轡
に

と
り
過
ぎ
て
事
實
に
忠
實
な
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
、
叉
事
象
否
定
論
者
の
多
く
は
形
式
論
者
で
あ

る
、
と
難
じ
て
、
ジ
ム
メ
ル
等
に
從
ひ
つ
、
肯
定
論
に
賛
し
て
み
る
の
で
あ
る
。
是
が
ク
“
ソ
コ
ゥ

の
上
掲
論
文
中
で
、
吾
々
の
．
今
の
問
題
に
關
す
る
習
う
の
事
の
紹
介
で
あ
る
。

　
劔
ク
ワ
ッ
コ
ゥ
の
所
論
は
上
巴
の
如
く
で
あ
る
が
、
夫
れ
か
ら
し
て
吾
々
は
何
を
知
り
求
め
る

事
が
で
き
る
か
。
私
は
私
見
を
卒
・
薩
に
述
べ
よ
う
。
私
は
ク
ロ
ッ
コ
ゥ
の
此
の
論
文
を
讃
ん
で

次
の
三
つ
の
事
を
・
知
る
も
の
で
あ
る
。
第
一
、
義
務
孚
蘭
な
る
事
象
の
存
否
の
問
題
に
關
…
し
て
は

ク
ロ
ソ
コ
ウ
が
多
く
の
資
料
を
提
供
し
て
み
る
様
に
、
相
甲
立
す
る
爾
説
が
史
上
で
も
あ
っ
た
。

然
も
そ
れ
ら
は
各
，
相
野
に
首
肯
し
得
る
理
由
を
も
つ
て
み
た
○
そ
れ
だ
か
ら
今
で
も
爾
、
か
の
事

象
に
魅
し
て
そ
の
存
否
を
問
題
と
す
る
事
は
當
然
な
．
事
で
あ
る
。
從
っ
て
該
事
象
に
つ
き
立
論

せ
ん
と
す
る
…
場
合
に
は
、
そ
の
出
　
登
黙
に
お
い
て
先
づ
、
該
事
象
の
存
否
の
問
題
を
顧
慮
、
解
決
せ
ね

ば
な
ら
ぬ
．
脚
ち
薩
ち
に
を
の
存
在
を
前
提
し
て
了
ふ
事
は
早
計
で
あ
る
）
。
さ
う
し
て
若
し
そ
の

存
在
を
説
く
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
理
由
と
存
在
意
義
ど
を
示
し
、
以
て
か
の
否
定
論
潜
に
樹
す

る
或
る
態
度
を
用
意
す
る
事
が
必
要
で
あ
る
。
第
二
、
併
し
乍
ら
更
上
今
迄
の
賛
否
爾
…
論
者
の
封

立
は
、
ク
ロ
ソ
コ
ゥ
も
説
く
襟
に
、
結
局
用
語
上
の
孚
、
即
ち
「
義
務
」
な
る
概
念
を
如
何
に
解
す
る
か
の

　
　
　
義
務
畢
，
際
の
問
題
に
野
す
る
一
補
遺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
三
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七
四

棚
違
に
生
と
し
て
露
着
す
る
。
夫
故
に
吾
々
の
事
象
が
、
と
も
角
滋
徳
生
活
の
牟
尼
と
し
て
與
へ

ら
れ
、
存
し
て
み
る
と
い
ふ
事
に
罰
し
て
は
、
識
者
等
し
く
承
認
し
て
み
る
の
で
あ
る
。
か
、
る
事

實
と
し
て
の
事
象
存
在
と
い
ふ
事
に
つ
い
て
は
、
異
論
が
無
い
。
存
否
定
論
溝
は
そ
れ
を
以
て
「
義

務
」
で
は
な
ノ
、
て
唯
撹
徳
的
諸
「
關
心
」
間
の
票
闘
た
る
に
す
ぎ
す
、
從
っ
て
左
翼
な
雫
闘
は
醜
「
重
り
の

義
務
孚
騨
」
た
る
に
止
ま
る
と
す
る
○
是
に
渇
し
て
賛
成
論
者
は
そ
れ
が
堕
ち
「
義
務
し
雫
闘
で
あ
り
、

眞
の
事
象
で
あ
る
と
す
る
。
覇
者
間
に
は
圭
と
し
て
用
語
の
相
違
が
あ
る
計
り
で
あ
る
（
…
）
。
從

っ
て
吾
々
は
か
く
の
如
き
存
否
に
間
す
る
論
孚
を
解
決
す
る
爲
に
は
、
次
に
そ
の
問
題
を
帯
語
の

問
題
に
移
し
、
用
語
の
問
題
を
解
決
す
れ
ば
好
い
事
と
な
る
。
　
第
三
、
先
に
も
＝
青
注
意
し
た
如
く
、

史
上
の
か
の
爾
…
論
者
は
多
く
、
折
衷
的
な
曖
昧
な
態
度
を
取
っ
て
み
る
Q
郎
ち
あ
る
意
昧
で
は
肯

定
否
定
し
乍
ら
、
又
他
の
意
味
で
は
否
定
肯
定
し
て
み
る
入
が
意
外
に
多
い
。
是
は
思
ふ
に
今
も

述
べ
た
如
く
に
、
爾
論
者
共
事
實
と
し
て
は
、
同
一
事
象
の
現
實
的
存
在
を
認
め
て
み
た
と
い
ふ
事

に
基
づ
く
の
で
あ
ら
う
が
、
私
は
此
の
事
態
か
ら
し
て
次
の
襟
に
考
へ
る
も
の
で
あ
る
。
即
ち
賛

蒼
の
爾
論
者
は
共
に
事
實
と
し
て
は
義
務
嬢
團
な
る
事
實
を
認
め
て
み
る
。
從
っ
て
其
に
っ
き

と
も
角
一
．
癒
の
倫
理
學
的
省
察
を
挑
は
ね
ば
な
ら
ぬ
と
は
し
て
み
る
Q
唯
そ
の
事
象
を
倫
理
學

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

納
理
論
圏
の
前
婦
、
即
ち
そ
の
外
に
置
く
（
否
定
論
者
の
態
度
）
と
な
す
か
、
そ
れ
共
倫
理
網
羅
澗
題
の
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へ

ゆ
心
、
或
は
最
後
の
部
門
に
む
い
て
、
帥
ち
と
も
角
そ
の
内
に
お
い
て
省
み
る
（
糞
定
論
者
の
態
度
）
と

な
す
か
、
是
の
黙
に
お
い
て
か
の
爾
説
は
甥
立
を
來
し
て
み
る
の
で
あ
る
、
と
。
か
く
考
へ
得
る
と

す
る
な
ら
ば
、
事
象
存
否
の
問
題
は
、
叉
、
該
纂
象
を
倫
理
學
的
理
論
考
察
の
閥
内
に
お
く
べ
し
と
す

る
か
ぞ
れ
共
圏
外
に
お
く
べ
し
と
す
る
か
と
い
ふ
倫
理
學
的
考
察
の
範
園
に
要
す
る
問
題
に
蹄

す
る
事
と
な
る
。
　
二
、
に
も
…
問
題
の
推
移
が
考
へ
ら
れ
る
。
　
事
象
存
否
の
問
題
は
此
の
楼
に
別

の
問
題
に
今
や
推
移
す
る
○
吾
々
は
ク
頂
ソ
コ
ウ
の
論
文
よ
り
し
て
如
此
三
つ
の
事
を
知
る
の

で
あ
る
○

註
（
…
）
尤
も
ク
・
ソ
質
ウ
ほ
爾
論
の
今
立
ほ
、
喉
「
義
務
」
な
る
概
念
の
用
語
鋼
だ
け
に
基
づ
く
と
す
う
が
、
私
ほ
そ
の
外
に
爾
、
事
象
の
存
否
と
い
ふ

　
場
合
の
、
そ
の
「
霧
在
」
獄
る
概
八
・
心
の
用
語
刷
に
も
幕
く
と
考
へ
ろ
。
併
し
そ
れ
に
つ
い
て
ば
後
の
弟
闘
館
で
蓮
べ
ら
れ
る
Q

　
吾
々
の
最
初
の
問
題
は
今
や
推
移
す
る
に
至
っ
た
。
郎
ち
最
初
の
問
題
は
、
義
務
雫
闘
な
る
事

象
は
果
し
て
存
在
す
る
か
否
か
と
い
ふ
事
で
あ
っ
た
が
、
今
や
そ
れ
は
次
の
二
つ
の
問
題
に
よ
っ

て
置
き
換
へ
ら
れ
る
事
と
な
っ
た
。
第
～
は
、
義
務
的
な
る
も
の
（
事
象
否
定
論
渚
が
っ
道
徳
的
諸
關

心
，
即
ち
無
徳
的
諸
目
的
、
諸
課
題
」
と
呼
ぶ
麩
の
も
の
）
の
聞
の
爾
岡
は
、
唯
「
尽
り
の
義
務
爾
闘
扁
と
呼
ぶ

べ
き
か
、
そ
れ
共
眞
の
義
務
孚
闘
と
呼
ぶ
べ
き
か
、
と
い
ふ
「
義
務
」
概
念
の
用
語
の
問
題
。
第
二
は
が

の
義
務
的
な
る
も
の
和
互
間
の
雫
圖
な
る
事
象
は
、
倫
理
學
的
理
論
考
察
の
圏
外
に
遣
か
る
べ
｝
・
・

　
　
　
義
務
箏
闘
の
問
題
に
勤
す
る
一
補
遺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
五
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七
六

か
、
そ
れ
共
圏
内
に
入
る
べ
き
か
と
い
ふ
倫
理
學
的
理
論
の
範
團
の
問
題
。
此
の
互
ひ
に
關
聯
あ

る
二
つ
の
問
題
に
云
ひ
換
へ
ら
れ
る
事
と
な
る
。
そ
れ
故
次
に
は
此
問
題
に
つ
い
て
考
へ
よ
う
。

三

　
此
の
問
題
を
考
へ
る
に
當
っ
て
も
私
は
、
一
つ
の
文
獄
を
紹
介
す
る
事
に
よ
っ
て
論
を
進
め
て

ゆ
か
う
。
そ
れ
は
こ
セ
箆
】
ご
§
薦
霞
簿
　
ご
。
げ
興
¢
罠
α
q
①
H
幽
舞
讐
μ
ま
爵
○
創
。
魂
茜
ぴ
q
o
篇
。
鴨
一
一
］
o
島
㊦
塞
2
μ
図
一
門
搾
（
！
．
o
コ

穴
窪
葦
醐
ω
O
磯
§
づ
．
錠
㌘
ご
ト
。
α
q
へ
証
．
、
剛
首
二
図
H
図
w
＝
o
津
？
回
O
い
9
な
る
論
文
で
あ
る
○
此
の
論
外
は
そ
の

標
題
も
示
す
様
に
、
近
世
並
び
に
現
代
の
倫
理
輝
輝
方
法
論
に
解
す
る
一
種
の
歴
吏
的
考
察
で
あ

る
。
さ
う
し
て
直
接
に
は
吾
々
の
事
象
に
つ
き
殆
ん
ど
論
究
し
て
み
な
い
○
併
し
乍
ら
今
の
か

の
問
題
へ
の
啓
、
及
び
そ
の
外
に
も
術
一
二
の
興
昧
あ
る
指
示
を
、
吾
々
は
此
の
歴
史
的
，
方
法
論
的

考
察
よ
り
し
て
も
引
き
出
し
得
る
と
考
へ
る
の
で
あ
る
。

　
扮
て
バ
ゥ
ム
ガ
ル
ト
に
よ
れ
ば
近
代
倫
理
學
の
諸
年
祭
を
方
法
論
的
見
地
か
ら
槻
る
時
、
そ
こ

に
先
づ
一
肌
一
っ
の
和
部
立
せ
る
根
本
的
態
度
の
あ
る
事
が
蒋
取
さ
れ
る
○
第
一
は
経
験
主
義
的
，
實

残
生
義
的
倫
理
學
、
第
二
は
形
而
上
學
的
恵
櫓
脚
倫
理
學
で
あ
る
。
吏
上
に
例
聴
す
る
な
ら
ば
、
第

一
の
緯
験
主
義
的
方
法
論
に
は
、
英
國
で
は
先
づ
ベ
ン
ず
ム
と
彼
に
引
掃
く
功
利
主
義
的
倫
理
學



：3S：S

及
び
ス
ペ
ン
サ
し
等
、
の
進
化
論
的
倫
理
説
、
佛
蘭
西
で
は
勿
論
コ
ム
ト
…
涙
、
濁
逸
で
は
べ
ネ
ケ
、
フ

ナ
イ
エ
ル
バ
ソ
バ
、
ラ
婁
ス
、
ヨ
ー
ト
ル
等
々
及
び
現
代
の
實
質
的
贋
値
倫
理
學
の
一
群
、
（
俺
そ
の
外

に
和
繭
で
は
グ
ー
・
ハ
イ
マ
ン
ス
伊
太
利
で
は
ア
ル
デ
ィ
ー
ゴ
等
）
な
ど
が
、
是
れ
に
毒
す
る
○
要
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゾ
ル
レ
ン

る
に
此
の
一
系
統
は
種
々
の
色
合
ひ
の
差
こ
そ
は
あ
れ
、
総
じ
て
、
吾
々
の
滋
徳
的
當
爲
を
以
て
結

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
オ
ル
レ
ン

局
唯
経
験
酌
、
事
實
的
な
る
吾
々
の
意
欲
以
上
の
も
の
で
は
な
い
と
、
原
理
的
に
は
考
へ
る
。
從
っ

て
此
の
一
型
は
心
理
學
的
，
静
寧
學
的
．
生
物
學
的
諸
事
實
で
あ
れ
（
ペ
ン
ナ
ム
、
コ
ム
ト
、
ス
ペ
ン
テ
ー
）

或
は
輿
へ
ら
れ
た
る
外
壁
本
質
又
は
贋
値
段
階
な
る
事
實
で
あ
れ
（
シ
ュ
プ
ラ
ン
ガ
ー
、
シ
ェ
ー
ラ

ー
、
ハ
ル
塾
艸
、
ン
等
）
、
と
も
角
原
理
的
に
は
か
、
る
事
理
の
記
述
と
い
ふ
事
を
以
て
、
倫
埋
學
の
本
領

と
考
へ
る
も
の
で
あ
る
。
是
に
齎
し
て
第
二
の
形
而
上
學
的
、
或
は
思
事
的
、
宗
敷
的
倫
理
學
の
傾

・
同
に
薦
マ
す
る
人
々
は
、
…
桝
へ
ば
フ
ィ
ヒ
ク
、
ヘ
ー
ゲ
ル
、
シ
ェ
　
ー
ジ
ン
グ
、
シ
ュ
　
ラ
イ
エ
ル
マ
ッ
　
ヘ
ル
等

の
獅
逸
観
念
論
者
、
或
は
シ
鰯
ー
ペ
ン
ハ
ウ
エ
ル
、
エ
デ
ュ
ア
ル
ト
・
フ
ォ
ン
・
ハ
ル
ト
マ
ソ
、
後
期
の
ニ

イ
チ
エ
等
々
（
佛
蘭
西
で
は
フ
ゥ
イ
幕
軍
、
ギ
ュ
馨
ヨ
ー
等
）
で
あ
り
、
総
じ
て
唯
経
験
事
實
の
叙
述
の

み
な
ら
す
、
「
吾
々
の
存
在
の
最
高
風
雪
意
義
⊆
葭
○
び
興
ψ
け
窪
8
簿
9
騨
一
毒
鳥
餌
ご
霧
。
刷
霧
」
を
こ
そ
倫
理
學
は

規
定
し
、
叉
規
定
せ
ざ
る
べ
か
ら
す
と
爲
す
の
で
あ
る
。
例
へ
ば
フ
ィ
ヒ
ラ
が
知
的
直
槻
に
よ
っ

て
の
み
知
ら
れ
得
る
麗
麗
禽
我
、
或
は
實
確
確
理
性
を
，
諸
々
の
實
質
的
、
導
燈
的
義
務
の
根
焼
と
し

　
　
　
義
務
雫
闘
の
問
纒
に
封
ず
ゐ
一
葡
遺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
転
看
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七
入

て
説
く
如
ぐ
。
或
は
へ
ー
グ
ル
が
凡
て
の
湛
徳
的
諸
現
象
の
儂
値
は
、
繕
恩
讐
紳
の
無
上
職
的
窪

己
野
飼
の
懸
程
に
お
い
て
、
そ
れ
が
占
め
る
段
階
に
癒
じ
て
の
み
測
定
せ
ら
れ
る
と
説
く
・
響
く
に
。

　
併
し
乍
ら
バ
ウ
ム
ガ
ル
ト
に
よ
れ
ば
、
近
世
倫
理
學
上
で
基
本
的
な
る
是
ら
二
つ
の
和
解
納
方

法
論
に
下
し
て
、
そ
れ
ら
を
統
一
、
止
揚
せ
ん
と
す
る
第
三
の
方
法
論
も
亦
、
已
に
現
存
し
て
み
る
○

そ
の
例
は
先
づ
、
實
践
哲
學
を
一
倫
理
學
、
帥
ち
華
墨
的
良
然
論
又
は
人
聞
行
爲
の
慣
値
と
萄
的
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

の
學
と
、
二
宗
澱
論
、
部
ち
實
銭
「
的
理
念
論
叉
は
世
界
の
鼠
的
に
興
す
る
學
、
と
の
二
つ
に
分
け
た
庭

　
　
　
（

の
フ
リ
ー
ス
（
H
ま
。
。
。
）
○
或
は
實
践
哲
學
も
亦
自
然
認
識
と
同
じ
く
、
安
塚
的
な
る
も
の
と
経
験
的
な

る
も
の
と
の
間
の
結
合
を
説
く
べ
き
だ
と
す
る
”
ッ
ツ
ェ
（
　
糊
b
§
包
等
々
。
併
し
乍
ら
最
も
意
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
デ
イ
ヒ
　
ケ

深
き
調
停
は
が
の
實
践
理
性
の
「
範
型
論
」
を
説
い
た
慮
の
カ
ン
ト
（
搭
葺
）
。
さ
う
し
て
バ
ウ
ム
ガ

〃
ト
に
よ
れ
ば
、
か
の
醤
立
せ
る
第
唱
、
第
二
の
方
法
論
は
何
れ
も
共
に
結
局
，
一
面
酌
、
抽
象
的
で
あ

る
と
せ
ざ
る
を
痛
罵
G
此
の
第
三
の
二
者
統
一
の
方
法
論
こ
そ
が
、
近
世
倫
理
學
に
お
い
て
最
も

重
要
な
る
、
叉
最
も
注
目
す
べ
き
方
法
論
で
あ
る
。
か
の
二
者
は
實
は
、
此
の
第
三
の
方
法
に
よ
っ

て
統
一
せ
ら
れ
る
べ
く
警
威
し
て
み
た
の
で
あ
る
。
か
く
の
如
く
彼
は
説
い
て
み
る
（
一
）
。

註
（
…
）
バ
ウ
ム
ガ
ル
｝
は
昆
ら
笙
｝
、
第
二
、
第
三
の
方
法
論
に
燧
す
る
夫
々
の
學
暫
為
廻
に
影
し
く
、
！
1
つ
そ
の
丈
献
な
も
｝
々
禦
げ
て
る
ろ
。
併

　
し
そ
れ
口
本
栂
趨
に
爾
接
關
係
に
な
き
故
、
叢
で
ば
省
略
す
る
。
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バ
ゥ
ム
ガ
〃
ト
は
か
襟
に
説
い
て
最
後
に
、
吾
々
の
取
る
べ
き
倫
理
學
的
方
法
論
に
關
し
て
云

ふ
。
吾
々
も
亦
か
の
経
験
義
義
的
、
叙
述
的
方
法
と
、
形
而
上
學
的
，
思
心
的
方
法
と
の
二
者
を
綜
合

す
る
第
三
の
方
法
を
こ
そ
取
る
べ
き
で
あ
る
。
　
一
方
で
は
事
實
と
し
て
與
へ
ら
れ
た
る
諸
儂
値
、

諸
義
務
の
最
高
、
叙
述
、
他
方
で
は
併
し
そ
の
諸
訳
値
、
諸
義
務
を
宗
毅
的
最
高
便
器
に
よ
っ
て
統
一

し
、
膿
系
づ
け
る
こ
と
、
是
が
吾
々
の
進
む
べ
き
途
で
あ
る
。
彼
に
よ
れ
ば
現
代
の
實
質
的
贋
値
倫

理
學
者
も
亦
、
第
一
の
實
誰
主
義
的
、
叙
述
的
倫
理
學
の
部
類
に
議
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
事
實

的
に
輿
へ
ら
れ
た
諸
債
値
と
そ
の
間
の
段
階
秩
序
を
叙
述
し
て
み
る
に
止
ま
る
が
爲
に
、
完
全
な
，

統
「
的
な
債
値
下
系
を
輿
へ
る
事
に
は
失
敗
し
た
。
　
シ
ェ
ー
ラ
ー
の
一
次
元
的
、
完
結
的
な
儂
値

聡
慧
説
が
、
シ
ュ
プ
ラ
ン
ガ
ー
及
び
ハ
ル
ト
マ
ソ
に
お
い
て
は
多
次
元
納
、
不
完
結
的
償
値
膿
系
説

に
鍵
つ
淀
の
は
霊
媒
の
事
で
あ
る
。
元
々
左
様
な
事
實
的
、
叙
述
的
立
場
で
は
、
完
結
的
、
統
一
的
領

値
膿
系
を
輿
へ
る
事
は
本
質
的
に
不
可
能
で
あ
る
。
儂
値
の
究
極
の
段
階
秩
序
は
實
に
、
　
，
形
而
上

學
朗
，
宗
激
的
な
根
本
薩
槻
、
廓
ち
吾
々
の
存
在
の
包
括
的
総
艦
意
味
に
駕
す
る
知
的
直
穿
」
（
錯
ρ
．

○
●
¢
ち
9
）
に
よ
っ
て
初
め
て
可
能
で
あ
る
。
尤
も
か
、
る
仕
事
、
即
ち
多
く
の
事
實
的
諸
三
値
t

そ
の
間
に
は
シ
ュ
プ
ラ
ン
ガ
ー
や
ハ
〃
ト
マ
ソ
が
力
学
す
る
如
く
、
必
然
に
孚
闘
、
上
反
、
矛
盾
が
あ

る
ー
ー
を
、
一
定
の
燈
値
甲
声
中
に
統
一
的
に
配
刺
す
る
事
は
、
極
め
て
困
難
な
思
事
で
あ
り
、
…
歩
々

　
　
　
茂
務
争
闘
の
問
題
に
蜀
す
ろ
一
補
遮
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
九
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八
○

た
と
進
め
ら
る
べ
き
で
は
あ
る
か
も
知
れ
な
い
○
併
し
乍
ら
「
哲
學
的
に
嚴
麿
な
理
論
的
倫
理
學

の
換
へ
難
き
終
値
」
（
も
∩
．
も
』
・
）
を
望
み
乍
ら
、
今
や
吾
々
は
左
様
な
難
事
に
こ
そ
努
め
る
べ
き
で
あ

る
。
　
バ
ウ
ム
ガ
〃
ト
は
大
略
か
機
に
結
論
し
て
み
る
。

　
曾
て
メ
ウ
ム
ガ
ル
ト
の
上
掲
論
文
の
要
旨
は
以
上
の
如
く
で
あ
る
。
そ
れ
は
一
見
吾
々
の
當

面
の
問
題
と
何
の
關
係
を
も
持
た
澱
か
の
標
で
あ
る
○
併
し
乍
ら
私
は
、
吾
々
の
先
の
問
題
は
是

れ
か
ら
し
て
解
決
の
指
示
を
受
取
る
と
考
へ
る
○
部
ち
前
節
に
お
い
て
推
移
せ
し
め
ら
れ
た
露

の
「
義
務
」
の
概
念
に
關
す
る
問
題
と
、
倫
理
學
酌
理
論
考
察
の
範
園
に
渇
す
る
問
題
と
は
、
共
に
、
今
や

か
く
の
如
き
方
法
論
的
見
地
よ
り
し
て
解
決
さ
れ
る
と
思
ふ
の
で
あ
る
。
然
ら
ば
如
何
に
し
て

で
あ
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ

　
バ
ウ
ム
ガ
ル
ト
は
方
法
論
的
に
見
て
近
代
の
倫
理
弄
璋
は
、
纒
験
主
義
的
．
實
謹
圭
蓑
的
、
即
ち
叙

へ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

蓮
的
倫
理
學
と
、
形
而
上
學
的
恵
辮
的
（
或
は
規
範
的
〉
倫
理
學
と
に
分
れ
る
が
、
併
し
そ
の
雨
者
は
何

れ
も
一
一
面
的
で
あ
る
。
二
者
を
綜
合
す
る
第
三
の
方
法
論
こ
そ
最
も
重
要
に
し
て
注
目
に
値
す

る
。
現
代
よ
り
將
楽
に
か
け
て
の
倫
理
學
も
亦
、
か
、
る
方
法
論
を
こ
そ
取
る
べ
き
で
あ
る
。
帥

ち
一
方
で
は
輿
へ
ら
れ
た
る
五
徳
呪
事
實
に
忠
勤
な
る
と
共
に
、
他
方
で
は
そ
の
裡
に
つ
き
最
高

究
極
の
贋
値
を
思
満
し
．
以
っ
て
償
値
膿
系
の
統
一
ぶ
7
5
結
を
求
め
る
事
こ
そ
、
吾
々
の
課
題
で
あ
る
、
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と
説
く
。
劔
て
事
態
か
く
の
如
し
と
す
る
な
ら
ば
現
代
並
び
に
將
來
の
倫
狸
學
は
，
一
方
で
は
道

徳
難
事
實
一
郎
ち
経
験
的
に
輿
へ
ら
れ
た
る
諸
便
値
（
又
は
諸
義
務
〉
及
そ
の
間
の
段
階
秩
序
一
の

忠
實
な
る
分
析
、
叙
述
が
必
要
な
る
と
共
に
、
他
方
で
は
そ
の
間
の
理
念
的
統
｝
、
完
結
も
亦
必
要
で

あ
る
。
　
換
言
す
れ
ば
眞
に
理
論
的
な
る
勝
軍
學
は
、
そ
の
初
め
の
部
円
に
お
い
て
は
心
墨
の
叙
述

を
な
し
、
そ
の
究
極
の
昌
的
と
し
て
は
そ
の
聞
の
統
一
、
完
結
を
思
饗
せ
ね
ば
な
ら
澱
。
眞
の
倫
理

學
的
考
察
は
是
ら
爾
部
を
含
む
べ
き
で
あ
っ
て
、
そ
の
一
面
に
の
み
偏
し
て
は
な
ら
ぬ
。
是
を
吾

々
の
先
の
義
務
雫
…
闘
の
問
題
に
適
用
す
る
な
ら
ば
、
必
然
に
次
の
襟
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
先

づ
「
義
務
」
の
概
念
を
（
か
の
事
象
否
定
論
者
が
縫
子
す
る
如
く
〉
唯
帯
革
的
、
規
範
的
意
義
に
の
み
取
る

事
は
偏
見
で
あ
り
、
重
り
に
形
式
主
義
的
で
あ
る
。
　
経
験
的
事
實
と
し
て
生
活
裡
に
、
数
多
く
同
時

に
1
從
っ
て
叉
互
ひ
に
爾
岡
、
衝
突
し
乍
ら
、
與
へ
ら
れ
て
る
る
庭
の
義
務
的
な
る
も
の
（
彼
ら
否
定

論
者
が
唯
「
萢
徳
的
諸
移
心
」
と
呼
ぶ
も
の
）
も
亦
、
等
し
く
義
務
と
呼
ぶ
べ
き
で
あ
る
。
　
從
っ
て
と
も

角
吾
々
の
現
實
的
生
活
裡
に
お
い
て
は
、
義
務
寒
熱
な
る
事
象
は
眞
に
存
在
す
る
Q
又
そ
こ
に
現

存
し
て
み
る
義
務
璽
闘
な
る
事
象
は
眞
の
事
象
と
な
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
を
唯
鷹
…
り
の
義
務

爾
闘
」
と
な
す
は
、
籐
り
に
思
華
墨
傾
向
に
奔
り
…
過
ぎ
た
形
式
主
義
的
偏
見
で
あ
る
。
先
つ
か
襟
に

考
へ
ら
れ
る
。
訳
に
第
二
に
、
義
務
孚
闘
な
る
事
象
は
か
く
の
如
く
現
實
の
事
實
と
し
て
は
不
断

　
　
　
義
務
欝
闘
の
問
題
に
灘
す
る
一
補
遺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
。
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に
翼
に
存
在
し
み
る
。
さ
う
し
て
眞
の
理
論
的
倫
理
學
は
何
よ
り
も
先
づ
輿
へ
ら
れ
た
る
事
實

の
分
析
，
叙
述
を
以
っ
て
基
礎
と
す
べ
き
で
あ
る
（
デ
ィ
ル
タ
イ
も
此
の
事
を
力
説
し
て
み
る
。
）
然

り
と
す
れ
ば
か
の
現
實
の
事
實
と
し
て
不
断
に
輿
へ
ら
れ
て
る
る
義
務
璽
翻
な
る
野
芝
，
そ
う
し

て
其
こ
そ
は
、
眞
に
理
論
的
な
る
べ
き
倫
理
學
に
と
っ
て
基
礎
的
考
察
の
部
門
に
入
る
べ
さ
．
・
で
あ

る
○
、
し
か
く
特
異
な
事
象
の
分
析
、
叙
述
に
基
づ
い
て
初
め
て
眞
に
理
論
的
な
倫
理
学
は
組
織
せ

ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
帥
ち
義
務
爾
圖
な
る
事
象
は
倫
理
學
的
理
論
考
察
の
少
く
半
平
礎
的
圏
内

に
は
入
る
事
と
な
る
。
そ
れ
計
り
で
は
な
い
。
現
代
と
將
來
と
の
倫
理
學
が
持
っ
て
る
る
根
本

課
題
は
、
現
實
裡
に
か
く
雑
多
に
1
從
っ
て
互
ひ
に
孚
團
，
背
反
し
乍
ら
輿
へ
ら
れ
て
る
る
諸
償
値

へ
叉
は
諸
義
務
）
間
に
、
完
結
的
。
統
二
的
な
裾
野
膿
系
を
建
て
る
と
い
ふ
事
で
あ
る
○
然
り
と
す
れ
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
エ

是
を
吾
々
流
に
換
言
す
る
な
ら
ば
、
現
代
と
將
來
と
の
倫
理
學
は
正
し
く
か
の
義
務
票
翻
（
叉
は
復

ル
ト
ア
ン
チ
ノ
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

値
背
反
V
な
る
事
象
を
如
何
に
解
決
す
べ
き
か
と
い
ふ
事
を
、
そ
の
根
本
課
題
と
な
す
、
と
い
ふ
事
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ン
フ
リ
ク
ト

な
る
。
誠
に
例
へ
ば
シ
ュ
プ
ラ
ン
ガ
ー
が
「
特
に
倫
理
的
な
る
膿
験
の
成
立
箇
所
は
恒
に
孚
圏
で

あ
る
。
勝
闘
は
正
し
く
…
・
…
倫
理
的
髄
験
の
前
條
件
を
弁
炉
す
○
」
「
倫
理
的
こ
緯
背
反
は
生
の
構
造

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
グ
グ
け
ベ
ネ
ス

自
耳
垂
に
含
ま
れ
て
み
る
。
」
從
っ
て
又
眞
の
究
極
的
償
値
膿
系
は
「
與
へ
ら
れ
し
も
の
」
で
は
な
く

し
て
「
遊
撃
．
酌
生
活
に
よ
っ
て
戦
ひ
取
ら
れ
た
産
物
」
或
は
門
翠
黛
的
雫
翻
の
結
果
」
（
【
）
で
あ
る
の
み
、
と
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云
っ
て
み
る
事
、
邸
ち
倫
理
學
的
考
察
は
這
徳
的
「
健
闘
」
を
以
っ
て
絡
直
す
る
と
説
い
て
み
る
事
は

言
霊
深
い
。
　
更
に
は
ニ
コ
ラ
イ
あ
ル
ト
マ
ン
が
彼
の
所
書
「
償
値
背
反
」
の
問
題
を
以
て
、
實
に
、
㎝
、
償
値

領
域
に
お
け
る
形
而
上
量
的
根
本
問
題
」
或
は
「
滋
徳
的
中
心
問
題
」
（
二
）
で
あ
る
と
な
す
思
想
は
、
卓
見

で
あ
る
と
云
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
現
代
及
び
将
來
の
倫
理
學
的
理
論
は
、
正
に
此
の
義
務
嬢
翻
な

る
事
象
の
嘉
応
掘
察
を
以
っ
て
初
ま
り
、
該
事
象
に
要
す
る
玉
将
、
解
決
論
（
帥
ち
心
意
の
禮
系
論
、
慣

値
の
段
階
秩
序
論
）
を
以
っ
て
終
る
べ
き
で
あ
る
と
も
云
ひ
得
よ
う
○
吾
々
は
バ
ウ
ム
ガ
ル
ト
の

上
の
論
文
（
三
）
よ
り
し
て
が
く
の
如
く
云
ひ
得
、
又
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
謎
（
一
）
〈
σ
q
碧
国
阜
ω
箕
§
σ
q
の
こ
ピ
9
0
一
込
。
影
の
剛
ゼ
〈
同
●
〉
乱
．
ぢ
醇
（
ピ
｝
お
肖
恥
）
ω
・
｝
寓
。
巨
琴

　
（
二
）
　
以
．
凝
髪
門
影
鐙
毎
…
齪
夢
涛
喩
困
聴
ひ
Q
り
．
お
轟
・

　
（
三
）
　
バ
ウ
ム
ガ
ル
｝
に
山
上
鍋
論
丈
で
、
彼
の
風
謂
第
三
の
統
一
的
方
法
諭
に
属
す
る
カ
ン
㍗
倫
理
學
で
に
、
「
範
型
論
円
理
砕
盆
＝
9
2
鷲
四
豪

　
戴
頓
。
財
。
コ
d
，
簿
魚
『
げ
戦
口
脇
こ
こ
そ
重
要
で
、
あ
ろ
。
・
《
れ
■
に
理
仏
醐
理
想
に
お
け
一
る
「
闘
式
瓢
偉
し
に
粗
…
當
す
る
。
さ
・
り
し
て
現
州
代
の
倫
…
理
學
．
か
蹴
ハ
へ
ら
、
れ
雲
る
事
庸
只

　
五
趣
偵
償
を
最
窩
催
償
の
下
に
統
一
的
に
段
階
づ
け
、
秩
序
づ
け
ろ
爲
に
ば
、
斯
様
な
岡
式
論
為
必
要
と
す
る
、
と
繁
い
て
る
ろ
糠
で
あ
る
Q
蓬
ほ
興

　
昧
あ
ろ
思
想
の
一
端
で
あ
ろ
Q
私
採
シ
エ
ー
ラ
ー
、
ハ
ル
｝
マ
ン
等
の
現
象
學
的
倫
理
學
の
中
心
問
題
た
な
す
、
「
偵
値
の
段
階
秩
序
」
怠
う
も
の
に
に

　
習
々
人
間
的
霧
在
の
「
有
限
美
し
と
い
ふ
事
が
、
そ
の
幕
礎
に
置
か
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
と
考
へ
う
が
、
既
の
人
問
的
准
在
の
「
有
野
性
」
と
は
即
ち
「
時
間

　
議
し
と
い
ふ
事
に
外
な
ら
な
い
。
「
時
磁
性
」
な
位
し
て
、
這
徳
的
諸
現
象
な
意
昧
づ
け
、
禅
機
づ
け
る
毒
、
是
ぽ
今
後
の
（
存
国
論
的
）
倫
理
學
の
主
要
・

　
問
題
為
な
す
と
泓
に
匿
患
に
れ
ろ
。

　
是
を
要
す
る
に
本
節
で
得
ら
れ
た
結
論
は
次
の
様
で
あ
二
る
○
話
嚢
務
」
の
概
念
は
、
唯
に
規
範
的
、
思

　
　
　
　
　
義
務
譲
闘
の
問
題
に
罫
す
る
一
輔
遺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
三
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四

辮
的
な
、
嚴
密
な
意
味
に
の
み
解
せ
ら
る
べ
き
で
は
な
く
て
、
事
實
的
、
経
験
的
に
與
へ
ら
れ
て
る
る

　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
へ
　
も
　

も
　

ヘ
　

へ

も
の
、
從
っ
て
叙
述
し
得
る
も
の
を
も
亦
、
義
務
と
呼
び
得
、
叉
呼
ば
ね
ば
な
ら
ぬ
。
從
っ
て
．
左
様
な

義
務
間
に
、
不
可
避
な
る
事
實
と
し
て
現
れ
存
し
て
み
る
事
闘
、
衝
突
な
る
事
象
を
も
亦
，
唯
「
攣
り
の

義
務
爾
團
」
と
呼
ぶ
べ
き
で
は
な
く
し
て
、
眞
の
禁
翻
と
呼
ぶ
べ
き
で
あ
る
。
夫
故
に
又
そ
の
事
象

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

は
、
倫
理
學
的
理
論
考
察
の
圏
「
内
」
に
払
う
得
、
又
入
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
少
く
共
事
實
に
忠
な
る
、
邸
ち

理
論
的
な
る
倫
理
學
的
立
論
が
基
づ
く
べ
き
、
事
實
考
察
の
部
門
で
、
該
事
象
が
無
親
し
得
ぬ
問
題

と
な
る
事
は
勿
論
で
あ
る
。
そ
れ
誹
り
で
は
な
く
て
、
今
後
の
倫
理
學
の
中
心
課
題
を
想
望
す
る

時
に
は
が
の
義
務
四
半
（
又
は
慣
値
背
反
）
の
問
題
は
、
實
に
そ
の
究
極
、
根
本
の
問
題
を
な
す
。
か
様

に
云
ひ
得
ら
れ
る
。
是
が
本
節
の
結
論
で
あ
る
（
一
）
。

註
（
…
）
　
私
ほ
か
㌧
る
結
論
な
、
か
の
バ
ウ
ム
ガ
ル
下
の
論
文
か
ら
引
き
戯
し
て
來
糞
が
、
是
ば
便
宜
上
で
あ
る
O
か
、
る
結
論
に
よ
り
明
確
に
、
又
詳

　
細
に
、
已
に
シ
エ
プ
ラ
ン
ガ
ー
、
ハ
ル
｝
マ
ン
等
に
よ
っ
て
説
か
れ
．
て
あ
る
。
併
し
ハ
ル
｝
マ
ン
に
つ
い
て
匡
、
私
に
巳
に
入
稿
一
で
箭
一
戸
に
紹
介
し
六

　
し
、
シ
ュ
プ
ラ
ン
ガ
ー
の
厨
説
に
つ
い
て
に
、
瑚
の
機
會
で
少
し
く
詳
述
す
る
事
と
し
た
い
と
思
ふ
。

四

　
以
上
で
此
の
補
遺
的
考
察
の
問
題
、
峙
ち
義
務
雫
團
な
る
事
象
は
果
し
て
眞
に
存
在
す
る
か
否

か
と
い
ふ
問
題
は
、
一
斗
解
決
せ
ら
れ
た
乏
信
ず
る
。
併
し
乍
ら
先
仁
、
ク
質
ッ
コ
ウ
の
所
論
に
瀾
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幽
し
て
注
意
し
て
麗
い
た
如
く
に
、
此
の
事
象
存
否
の
問
題
は
、
「
義
務
」
な
る
概
念
の
み
な
ら
す
、
術
外

に
そ
の
「
存
在
」
な
る
概
念
の
多
義
性
に
も
依
存
す
る
。
　
實
際
「
存
在
』
と
い
ふ
概
念
程
に
多
義
的
な
も

の
は
な
い
。
　
そ
の
爲
に
あ
る
論
者
は
，
そ
の
事
象
は
「
存
在
」
せ
す
と
云
ひ
、
他
の
論
者
は
「
存
在
」
す
と
説

い
て
も
．
そ
の
用
ふ
る
所
の
「
存
在
」
の
概
念
が
異
る
爲
に
、
無
盆
な
論
孚
が
生
じ
得
る
。
　
夫
故
に
最
後

に
吾
々
は
、
該
事
象
の
存
否
と
い
ふ
場
合
の
、
そ
の
「
存
在
」
の
概
念
を
確
定
し
、
以
て
、
該
事
象
が
存
在
す

る
（
上
の
二
節
に
お
い
て
、
し
か
く
一
癒
決
定
さ
れ
た
如
く
に
）
と
す
る
な
ら
ば
一
如
何
な
る
意
昧
で
存

在
す
る
の
か
を
、
更
に
反
省
し
よ
う
○

　
吾
々
が
、
又
ク
ロ
ッ
コ
ウ
が
提
示
し
て
み
る
様
に
諸
學
者
が
、
か
の
義
務
箏
斜
な
る
事
象
は
存
在

す
る
、
或
は
存
在
せ
す
と
云
ふ
場
合
の
、
「
存
在
」
な
る
概
念
に
は
、
凡
そ
三
つ
の
意
義
が
優
別
さ
れ
る
。

第
一
は
、
該
事
象
は
吾
々
の
遣
徳
的
生
活
に
お
い
て
、
事
序
と
し
て
見
出
さ
れ
、
與
へ
ら
れ
て
存
在
し

て
み
る
と
い
ふ
意
味
で
の
存
在
。
第
二
は
、
そ
れ
は
過
去
及
び
現
在
の
倫
理
學
的
理
論
考
察
の
圏

内
に
お
い
て
、
問
題
と
し
て
提
出
せ
ら
れ
、
論
究
せ
ら
れ
て
存
在
し
て
み
る
と
い
ふ
意
味
で
の
存
在
。

第
三
は
、
そ
れ
は
吾
々
人
聞
的
存
在
の
本
質
構
造
そ
の
も
の
に
基
づ
く
、
不
可
避
酌
事
象
と
し
て
存

在
し
て
み
る
と
い
ふ
意
味
で
の
存
在
Q
第
「
は
素
朴
的
．
現
實
的
意
味
で
の
「
存
在
」
、
第
二
は
反
省
的
、

理
論
的
意
昧
で
の
「
存
在
」
、
第
三
は
連
壁
的
、
存
在
論
的
な
意
味
で
の
存
在
〇
三
者
等
し
く
「
存
在
」
で
あ

　
　
　
義
務
餓
騨
の
問
題
に
醤
す
る
一
補
遺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
五
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八
六

り
、
そ
の
意
味
に
叩
い
て
は
，
三
者
は
互
ひ
に
油
搾
指
し
て
み
る
の
で
あ
る
が
、
一
慮
か
く
の
如
き
三

義
が
匿
別
せ
ら
れ
よ
う
。

　
施
で
吾
々
が
前
飾
迄
で
論
定
し
た
の
は
、
そ
の
中
第
｝
、
第
二
の
爾
義
に
お
け
る
事
象
の
存
在
、
特

に
第
二
の
理
論
的
．
反
省
的
意
味
で
の
事
象
の
存
在
、
と
い
ふ
事
に
止
っ
て
み
る
。
師
ち
先
づ
義
務

雫
闘
な
る
事
象
が
、
吾
々
の
現
實
の
滋
徳
生
活
面
に
事
實
と
し
て
現
れ
存
し
て
み
る
と
い
ふ
事
は
、

比
較
的
容
易
く
論
定
せ
ら
れ
た
○
そ
れ
は
所
云
事
象
否
定
論
と
錐
も
、
認
め
て
み
る
事
で
あ
っ
た

か
ら
○
次
に
第
二
の
理
論
的
、
反
省
的
意
味
に
お
け
る
事
象
の
存
在
と
い
ふ
事
は
、
一
般
に
（
或
は
特

に
現
代
の
）
倫
理
學
は
事
實
の
分
析
、
叙
述
と
、
規
範
的
理
念
確
立
と
の
、
雨
部
を
含
む
べ
き
で
あ
る
と

す
る
事
に
よ
っ
て
解
決
せ
ら
れ
た
。
師
ち
義
務
熱
闘
は
倫
理
學
的
理
論
圏
内
に
訂
せ
す
と
な
す

は
、
籐
り
に
事
實
を
帯
親
す
る
形
式
主
義
者
、
或
は
思
辮
家
の
転
た
る
の
み
。
事
實
に
忠
實
で
あ
る

な
ら
ば
、
蕩
然
現
存
す
る
該
事
象
の
分
類
や
構
造
、
又
原
因
や
解
決
策
な
ど
に
つ
き
省
察
せ
ね
ば
な

ら
澱
だ
ら
う
。
或
は
是
ら
の
問
題
よ
ウ
、
延
い
て
は
更
に
一
般
的
に
、
債
値
の
晶
系
，
段
階
秩
序
の
問

題
．
又
は
、
該
事
象
は
必
然
的
に
生
熱
す
る
の
で
あ
り
乍
ら
、
何
故
に
多
く
の
業
者
は
そ
れ
を
以
て
解

決
不
可
能
な
り
と
説
か
ざ
る
を
得
ぬ
（
ジ
ム
メ
ル
、
シ
ュ
プ
ラ
ン
ガ
ー
、
ハ
ル
ト
マ
ソ
皆
隠
り
で
あ
る
）

の
か
、
の
豊
山
等
．
ζ
つ
き
考
察
せ
ぬ
ば
な
ら
澱
だ
ら
う
。
　
と
も
角
該
事
象
は
理
論
酌
立
場
で
は
（
或



39b）

は
弦
で
こ
そ
）
特
に
現
代
の
倫
理
學
的
考
察
の
「
中
核
問
題
」
（
ハ
ル
・
．
－
マ
ソ
）
と
し
て
，
存
在
し
て
み
る
と

せ
ね
ば
．
な
ら
ぬ
。
私
も
亦
主
に
、
此
の
理
論
的
立
場
で
、
そ
の
草
葺
的
存
在
の
意
義
を
特
に
強
調
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
お
　
　
へ
　
　
も

た
い
の
で
あ
る
。
該
事
象
は
「
危
機
」
に
お
い
て
あ
る
現
代
の
倫
理
學
に
と
っ
て
、
重
要
な
方
法
論
的

へ
　
　
へ

意
味
を
持
つ
と
い
ふ
の
は
、
此
の
意
味
に
外
な
ら
な
い
○
そ
れ
な
ら
ば
残
さ
れ
た
第
三
の
爵
蝿
的
，

存
在
論
的
意
味
に
お
け
る
該
事
象
の
「
存
在
」
に
節
し
て
は
如
何
に
決
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ら
う
か
。

　
此
の
問
題
に
樹
し
て
同
じ
く
私
見
を
卒
直
に
述
べ
る
な
ら
ば
、
解
答
は
二
に
分
れ
る
で
あ
ら
う
。

第
一
、
「
般
に
理
論
と
「
存
在
」
と
を
二
元
的
に
酸
賞
せ
ん
と
す
る
心
々
は
次
の
様
に
答
へ
る
で
め
ら

う
。
翻
ち
倫
理
學
潔
は
唯
理
論
的
立
場
で
該
事
象
を
論
究
し
て
居
さ
へ
す
れ
ば
好
い
。
吾
々
の

人
間
的
存
在
そ
の
も
の
の
構
造
に
基
礎
を
置
い
て
該
事
象
は
存
在
す
る
か
否
か
と
い
ふ
如
き
「
存

在
」
に
志
す
る
問
題
は
、
理
論
家
に
と
っ
て
は
、
論
定
し
得
す
、
又
す
乃
を
要
せ
す
、
と
。
併
し
乍
ら
私
は
、

か
、
る
解
答
に
満
足
す
る
事
は
で
き
な
い
○
少
く
共
、
ハ
ィ
デ
ソ
ガ
ー
が
、
存
在
論
的
哲
學
の
復
古

を
高
調
し
、
悟
れ
に
封
ず
る
追
随
者
も
多
い
現
代
で
は
、
私
の
み
な
ら
す
、
野
々
も
亦
、
左
様
な
二
元
的

態
度
に
止
っ
て
み
る
事
は
で
き
な
い
だ
ら
う
○
寧
ろ
吾
々
は
「
存
在
」
と
理
論
と
の
覇
「
師
關
聯
を
こ

そ
認
め
る
べ
き
で
あ
る
○
即
ち
理
論
は
口
口
が
眞
の
理
論
で
あ
る
限
り
、
必
ず
存
在
そ
の
も
の
に
關

は
つ
て
そ
の
根
糠
を
解
明
す
る
も
の
で
あ
り
、
他
方
、
存
在
は
理
論
を
倹
っ
て
初
め
て
期
、
且
つ
語
ら

　
　
　
義
務
璽
闘
の
問
題
に
獅
す
ろ
｝
補
瀧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
七



394

　
　
　
哲
畢
研
究
　
第
百
入
十
一
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
八

れ
る
に
至
る
と
。
　
斯
く
の
如
く
考
へ
る
第
二
の
立
場
で
は
、
か
の
問
題
は
次
の
様
に
答
へ
ら
れ
る

で
あ
ら
う
。
即
ち
義
務
挙
闘
な
る
事
象
の
脅
贅
的
．
存
在
論
的
意
味
で
の
「
存
否
し
は
、
該
事
象
に
回
す

る
存
在
論
的
理
論
考
察
を
途
溢
し
た
後
で
の
み
、
初
め
て
決
定
せ
ら
れ
る
、
と
。
師
ち
特
に
該
事
象

　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
へ

の
解
決
策
に
お
い
て
、
も
し
そ
れ
が
、
存
在
論
的
に
も
到
底
解
決
し
得
な
い
と
決
定
し
た
な
ら
ば
，
該

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

事
象
は
存
在
論
的
意
味
で
も
「
存
在
」
す
る
と
い
ふ
事
に
な
る
○
是
れ
に
幽
し
て
そ
れ
は
存
在
論
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

立
場
で
は
解
決
（
一
）
し
得
ら
れ
る
と
決
定
し
た
な
ら
ば
、
該
事
象
は
青
倉
、
存
在
的
に
は
存
在
し
て
も
、

ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

存
在
論
的
に
は
存
在
せ
す
と
い
ふ
事
に
な
る
、
と
○
私
は
か
く
考
へ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に

今
迄
残
さ
れ
た
此
の
第
三
の
意
昧
で
の
事
象
存
否
と
い
ふ
問
題
は
、
吾
々
の
今
後
の
完
全
な
る
研

究
、
帥
ち
該
事
象
に
醤
す
る
解
決
策
の
問
題
を
考
究
し
だ
後
で
の
み
決
せ
ら
れ
る
。
そ
れ
迄
は
保

留
さ
れ
る
よ
り
外
な
い
。

註
（
一
）
　
滋
で
、
義
務
孚
騨
な
ろ
事
象
に
封
ず
ろ
霧
在
論
的
解
決
と
に
、
生
叉
に
死
、
又
は
「
死
に
講
ず
ろ
築
三
魯
ω
ω
。
ぎ
N
毒
り
6
。
号
」
（
＜
α
。
r
類
宰

　
鳥
。
σ
Q
σ
q
o
こ
ω
o
ジ
§
瓢
N
蝕
肯
』
O
い
メ
）
に
よ
る
解
決
と
い
ふ
意
味
で
あ
る
。

　
是
で
本
稿
の
問
題
は
、
保
留
せ
ら
れ
た
最
後
の
一
問
題
を
慶
し
て
は
、
一
儲
解
決
せ
ら
れ
た
で
あ

ら
う
◎
ま
つ
吾
々
の
義
務
爺
闘
な
る
事
象
が
、
第
一
の
現
實
的
、
素
朴
糞
意
昧
で
存
在
す
る
と
い
ふ

事
は
三
瀬
で
あ
る
。
次
に
第
二
の
理
論
的
、
反
省
無
意
味
に
お
い
て
も
亦
、
そ
れ
は
倫
理
學
・
的
理
論
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考
察
の
根
本
問
題
を
な
す
も
の
と
し
て
存
在
し
て
み
る
と
。
絡
う
に
二
三
の
磁
心
を
附
け
加
へ

て
筆
を
欄
き
た
い
。

　
一
雨
る
人
は
言
ふ
か
も
知
れ
な
い
。
成
程
こ
の
義
務
孚
翻
な
る
事
象
は
、
吾
々
の
二
三
生
活
の

愚
慮
と
し
て
日
常
不
断
に
、
現
れ
存
し
て
み
る
だ
ら
う
○
そ
の
存
在
を
は
認
め
る
○
併
し
乍
ら
そ

れ
ら
は
凡
て
「
偶
然
あ
事
實
で
あ
る
〇
　
二
つ
の
相
反
す
る
義
務
が
一
人
の
人
に
お
い
て
同
時
的
に

交
錯
す
る
と
い
ふ
事
は
、
そ
の
當
入
の
何
ら
触
知
せ
ざ
る
蓮
命
的
偶
然
で
あ
る
。
　
從
っ
て
か
機
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ザ
イ
ン
ス
グ
ル
ン
ド

運
命
的
偶
然
の
事
象
は
、
普
遍
性
を
目
ざ
し
、
叉
爵
由
と
責
任
と
を
そ
の
「
存
在
根
櫨
」
と
す
る
倫
理
學

的
理
論
に
と
っ
て
は
、
考
察
の
圏
外
に
干
す
る
と
。
か
う
云
ふ
か
も
知
れ
な
い
。
併
し
乍
ら
私
は

是
に
答
へ
る
。
云
ふ
所
の
「
偶
然
」
或
は
「
運
命
」
と
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
。
倫
理
學
的
理
論
が
、

事
實
の
分
析
．
的
考
察
を
以
て
墓
礎
と
な
す
べ
き
事
に
つ
い
て
は
巳
に
述
べ
た
が
、
囲
般
に
與
へ
ら

れ
た
る
事
實
に
し
て
偶
然
的
で
無
い
も
の
が
果
し
て
あ
る
だ
ら
う
か
。
事
實
は
凡
て
等
し
く
偶

然
的
で
あ
る
。
夫
故
に
か
の
事
象
が
偶
然
的
で
あ
る
か
ら
と
云
っ
て
、
倫
理
學
的
理
論
考
察
の
圏

外
に
属
す
る
と
な
す
事
は
誤
っ
て
み
る
。
理
論
は
左
様
な
日
常
的
、
偶
然
的
な
事
象
を
こ
そ
、
そ
の

考
察
の
墓
礎
、
出
登
黙
と
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
次
に
「
運
命
」
と
は
抑
，
如
何
な
る
概
念
で
あ
る
か
。
そ

れ
は
慮
由
、
責
任
な
る
概
念
に
附
す
る
逃
避
概
念
と
も
、
或
は
歓
除
概
念
と
も
解
せ
ら
れ
る
し
、
叉
よ

　
　
　
義
務
雫
闘
の
問
題
に
封
ず
ろ
一
輔
遺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
九
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〇

）
意
昧
深
く
．
凡
て
の
與
へ
ら
れ
た
事
實
は
師
ち
運
命
（
撮
理
）
で
あ
る
と
も
解
し
得
ら
れ
る
。
何
れ

に
せ
よ
、
そ
れ
は
多
義
的
で
あ
る
○
　
か
、
る
多
義
的
な
概
念
に
依
頼
し
て
以
て
、
吾
々
の
主
張
に
樹

す
る
反
謹
と
な
す
事
は
で
き
な
い
○
吾
々
は
寧
ろ
、
そ
の
様
な
言
葉
の
多
義
性
を
解
明
す
る
爲
に

こ
そ
、
か
の
義
務
票
闘
な
る
事
象
に
つ
い
て
、
理
論
的
、
學
的
問
に
考
察
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
二
次
に
又
譲
る
入
は
云
ふ
か
も
知
れ
な
い
○
假
倉
一
憾
は
義
務
箏
闘
な
る
事
象
の
存
在
を
承

認
す
る
に
し
て
も
、
そ
れ
は
人
々
の
「
性
格
O
び
鴛
舞
8
ユ
の
特
異
性
に
慮
じ
て
様
々
に
異
る
。
帥
ち
あ

る
性
格
を
も
つ
人
に
お
い
て
は
、
該
事
象
は
口
常
不
断
に
生
起
し
て
み
る
と
考
へ
ら
れ
る
だ
ら
う

け
れ
共
、
他
の
性
格
を
も
つ
入
に
あ
っ
て
は
、
そ
れ
は
研
常
に
は
無
く
て
極
め
て
稀
に
し
か
存
し
な

い
と
考
へ
ら
れ
る
。
事
象
存
否
の
問
題
は
、
結
局
人
々
の
「
性
格
」
の
問
題
に
齢
す
る
、
と
。
併
し
乍
ら

是
に
塗
し
て
も
亦
私
は
、
賂
，
前
と
同
機
に
答
へ
ざ
る
を
得
澱
。
抑
，
、
性
格
」
と
は
如
何
な
る
も
の
で
あ

る
か
。
是
も
亦
極
め
て
多
義
的
な
概
念
で
あ
る
。
そ
れ
は
學
問
的
、
理
論
的
一
吾
々
の
立
場
で
は

帥
ち
存
在
論
的
に
、
究
明
せ
ら
る
べ
き
多
く
の
も
の
を
、
唯
雑
然
と
含
ん
で
み
る
。
夫
故
に
か
、
る

多
義
的
な
概
念
を
以
て
、
吾
々
の
所
論
を
混
働
に
誘
ふ
事
は
許
さ
れ
な
い
。
吾
々
は
吾
々
の
義
務

匹
田
な
る
問
題
を
、
性
格
と
い
ふ
が
如
き
多
義
的
な
問
題
に
齢
着
せ
し
め
る
の
と
は
丁
度
正
反
劉

な
る
途
を
、
今
迄
進
ん
で
來
た
の
で
あ
る
。
卸
ち
吾
々
は
理
論
的
立
場
に
立
ち
、
主
と
し
て
該
事
象
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の
方
法
論
的
意
義
に
嗣
心
し
乍
ら
、
論
究
し
て
來
た
の
で
あ
る
。
夫
故
に
未
だ
理
論
的
に
は
何
ら

解
明
さ
れ
ざ
る
「
性
格
」
と
い
ふ
、
主
と
し
て
實
際
的
な
概
念
に
、
吾
々
の
問
題
を
、
蹄
着
せ
し
め
る
事
は
、

立
場
の
混
同
で
あ
っ
て
不
當
で
あ
る
。
尤
も
人
は
、
「
性
格
」
も
亦
、
吾
々
に
極
め
て
手
近
き
現
實
の
事

實
と
し
て
現
れ
て
み
る
○
そ
れ
だ
か
ら
倫
理
學
的
理
論
に
し
て
、
事
實
考
察
を
そ
の
基
礎
と
せ
ね

ば
な
ら
諏
と
す
る
の
な
ら
ば
、
そ
の
「
性
格
」
な
る
事
貴
を
も
亦
、
顧
慮
、
省
察
し
、
以
て
入
間
の
「
性
格
」
な
る

も
の
と
義
務
爾
闘
な
る
事
象
と
の
關
係
を
も
、
理
論
的
に
考
察
す
べ
き
で
は
な
い
か
、
と
反
問
す
る

か
も
知
れ
な
い
。
是
れ
に
摂
し
て
は
私
は
次
の
襟
に
答
へ
だ
い
。

　
三
郎
ち
此
の
反
問
は
、
吾
々
の
理
論
的
問
題
を
「
性
格
」
の
問
題
に
呈
し
襟
と
す
る
の
で
は
な
く
て
、

却
て
逆
に
、
「
性
格
あ
問
題
を
理
論
的
問
題
に
迄
高
め
襟
と
す
る
事
を
意
味
し
て
居
る
○
私
は
そ
れ

だ
か
ら
か
、
る
提
議
に
は
進
ん
で
癒
す
る
。
そ
れ
は
正
し
く
、
私
が
今
後
に
進
ま
ん
と
想
望
し
て

み
る
方
向
に
外
な
ら
な
い
か
ら
。
立
際
、
あ
る
理
念
的
な
る
一
「
性
格
」
（
棘
）
に
あ
っ
て
は
、
凡
て
の
義
務

は
調
和
、
和
解
の
裡
に
あ
っ
て
、
そ
の
間
に
如
何
な
る
孚
圓
、
矛
盾
も
存
し
得
な
い
。
如
是
と
正
反
甥

な
る
、
併
し
同
じ
く
理
念
的
な
一
「
性
格
」
（
救
男
主
〉
に
あ
っ
て
は
、
凡
て
の
入
類
に
負
は
さ
れ
て
み
る
限

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ユ
ル
ト

リ
の
義
務
は
、
互
ひ
に
雫
圖
、
矛
盾
し
て
、
彼
は
無
限
な
る
「
罪
」
、
し
か
も
「
罪
な
き
罪
を
脊
負
っ
て
み
る
○

慮
で
現
實
の
人
間
は
凡
て
、
此
の
甥
瞭
的
、
理
念
的
な
る
二
性
格
の
中
宮
に
お
い
て
あ
る
の
で
あ
る

　
　
　
義
務
雫
圃
の
問
題
に
甥
す
る
一
補
遺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
一
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九
二

が
、
何
故
に
人
々
は
該
事
象
を
、
或
は
繁
く
或
は
稀
に
、
又
或
は
落
雪
に
或
は
些
細
に
域
す
る
の
で
あ

る
か
、
は
唯
該
事
象
そ
の
も
の
、
存
在
構
造
を
、
理
論
的
に
究
明
し
て
初
め
て
了
解
せ
ら
れ
る
庭
で

あ
る
。
即
ち
此
の
場
合
で
も
爾
吾
々
は
性
圃
格
の
概
念
よ
り
し
て
か
の
義
務
爾
翻
の
事
象
を
で
は

な
く
し
て
、
反
照
に
、
義
務
雫
闘
．
の
事
象
よ
り
し
て
性
格
の
概
念
を
、
理
論
的
に
究
明
し
得
る
（
一
）
の
で

あ
る
だ
ら
う
○
　
要
す
る
に
該
事
象
を
「
性
格
」
と
い
ふ
實
際
概
念
に
興
す
る
事
に
よ
っ
て
、
そ
の
問
題

の
存
在
を
否
定
す
る
の
で
な
く
て
、
却
っ
て
逆
に
、
そ
の
問
題
考
究
を
促
…
進
せ
ん
と
す
る
提
案
に
は
、

私
は
進
ん
で
賛
成
す
る
。

識
（
一
）
「
性
撫
し
に
よ
る
該
事
象
の
攣
異
に
つ
い
て
は
、
私
の
前
稿
も
磁
に
、
少
し
に
諭
じ
て
る
ろ
慮
で
あ
ろ
。
部
ち
私
ほ
そ
こ
で
該
事
象
な
、
偶
然
的

　
畢
闘
と
、
必
然
的
孚
畷
と
に
分
類
し
れ
が
、
庇
の
問
に
に
、
「
性
格
し
豹
に
推
移
が
あ
り
得
る
か
ら
。

　
か
く
て
吾
々
の
次
の
問
題
は
、
該
事
象
の
解
決
策
ハ
存
在
論
的
な
）
を
考
へ
る
事
、
さ
う
し
て
次
に
は

此
の
問
題
が
、
過
去
と
將
來
と
の
倫
理
學
に
志
し
て
持
っ
て
る
る
方
法
論
的
意
義
を
歴
史
的
に
追

求
す
る
事
で
あ
る
。
　
（
…
九
三
丁
三
）


